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抗ヒスタミン剤である terfenadine(TER)を 30 mg/kgで IL-31投与の 2時間前に腹腔内投与したと
ころ、terfenadineは IL-31誘発の掻痒行動に影響を及ぼさなかった（Fig.1左図）。従って、ヒスタミ
ンは IL-31により誘発される掻痒行動には関与しないと考えられた。同様に、免疫抑制剤である
dexamethasone (DEX, 3 mg/kg, i.p.)や tacrolimus (TAC, 0.1 mg/kg, i.p.)、µ-opioid receptor 









6週令の雌性 BALB/cマウスに、20 µLの 0.5%塩化ピクリル（acetone/olive oil (1:4 v/v)溶液）
を右耳に塗布して感作を行った後、8日目より 1日おきに 20 µLの 0.25%塩化ピクリル














BM095の効果を検討した。雌性BALB/cマウスに、50 µLの7%塩化ピクリル（ethanol/acetone (3:1 
v/v)溶液）を腹部皮膚に塗布して感作を行った後、5日目に20 µLの1%塩化ピクリル（acetone/olive 























































おける IL-31 レセプター中和抗体の効果を検討し、IL-31 の作用を遮断することが、アト
ピー性皮膚炎の新たな治療標的となるかを明らかにすることを目的として施行された。 
IL-31 投与は、投与ルート(静脈内、皮下、皮内)に関係なく 4-6 時間をピークとする掻
痒を誘発した。その掻痒は、抗ヒスタミン薬、免疫用製薬、µ-opioid receptor antagonist
によって抑制されず、新規のメカニズムが介在する掻痒であることが明らかになった。
IL-31 は、皮膚に対する慢性炎症惹起に関与し、表皮ケラチノサイトのアポトーシスを誘
導し、バリアー機能低下に関与することが明らかとなった。さらに、アトピー性皮膚炎マ
ウスモデルを用いた検討では、IL-31 レセプター中和抗体が皮膚炎に対する予防効果およ
び治療効果を発揮することを示した。 
本研究は、アトピー性皮膚炎の新たな治療手段として、抗 IL-31 レセプター中和抗体が
有用であることを示すものであり、掻痒および慢性炎症の画面からの効果を明らかにした
新規の知見である。難渋するアトピー性皮膚炎の治療におけるインパクトは高く、今後さ
らなる発展性が期待できる。本研究を発信する意義は大きく、本論文は学位論文(博士、薬
科学)に値するものと考えた。さらに、審査にて、申請者は、博士(薬科学)の学位にふさわ
しい見識を有していると評価した。 
